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2. 層雲峡神仙橋地域の温泉について誉

大谷清隆柑

(北海道大学理学部地球物理学教室)

一昭和36年8月受理一

1.序言

層雲峡温泉については， 1958年7月末lζ北海道大学理学部地球物理学教室Kよって調査が

行なわれ円著者も同調査に参加した。 1960年5月 8-12日迄の 5日間， '58年の調査の際未

調査に終った神仙橋北西約300-600mの地域について調査の機会を得たので，その結果と多

少の考察とにつき以下報告する。調査内容並びに調査方法は前回の調査とほぼ同様である。

II. 1m深地温分布

1m深地温の測定法は従来の方法と同様である 2) 5月8-11日lζ神仙橋北側の地域につい

て61地点の 1m深地温を測定した。第1図中黒丸は測点の位置，測点l乙付けた数字は 1m深

地温の値である。石狩川右岸の 22地点については'58年7月の地温測定値があるのでパツ印を

もって第1図に記入した。カッコ内の数字は前回調査の際の 1m深地温の値である。温泉の影

響のないと思われる場所の地温として，前回には 120Cを採用したが，今回調査の値として 4.5

OCを採用した。従って雨時期の 1m深地湿の値には 7.5=t10C程度の差がある。判りやすいた

めに図には4SCを基準にし， 50C毎に 9.50，14.50， 19.50， 24.50Cの等温線を示した。

図で示されるように， 9.50Cの等温線は図中央部で二部分に分れている。 最高地温部は石

狩川左岸にあって，崖錐基部から河原上を川岸に向って高温となり，高温部は石狩川lと閉口し，

河沿いにのびている。この地域は石狩川の河床であり，高さ約1m毎の三段の小段正をなして

いる。図北東部石狩川右岸に見られる 14SCの等温線lζかこまれる小地域は前回の調査にお

いても見出されたものである。

111. 泉源調査の結果

湧出口は前回調査された神仙橋北側約100-200mの範囲の 4湧出口の他lζ石狩川左岸の

河原上l乙数箇所天然湧出の湧出口と，手掘りで掘られた 2個の湧出口がある。これらはいず

勢北海道大学理学部地球物理学教室第15回談話会(昭和35年6月23日)において発表.

州現在は北海道大学水産学部海洋学気象学教室勤務

1) 福富・藤木・須川・縄原・大谷: 層雲峡温泉の調査. 環境衛生に関する報告第16号，北海道混泉調査報告

VII，昭和35年3月.

2) 福富孝治 1m深の地中温度より温泉探査の可能性.北大地球物理学研究報告 1(昭和26年)， 1，....，14. 
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第 1図 厨安峡温泉神イ山橋下流地域に於げる 1m深地混と泉源の分布

Geographical distribution of underground temperature at a depth of 1 m and sites of hot spring 

on五cein the Shinsen bridge r邑gionin Saunkyo hot spring locality. 

Black circles and numerals attached to th邑 circlesindicate r己spectivelysites of measurement 

and values of underground t巴mperature.

White circles and numerals attached to the circles indicate respectively sites of hot spring ori五C巴

and the number in Table 1. 
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13 層雲峡神仙橋地域の混泉について
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見掛上湧出量が大となったためである。一見して

わかるように水位と湧出量の聞には直線関係が見

草加1∞ 7 シヲ~!Ij 2叩
られ， Darcyの法則が成立していることを示して

11， 111は天然湧出であり 11は湧出量大いるめ。

-・1
であるが泉温低く，灰黄色の沈澱物が見られた。

泉温共lζ小であり沈澱物も認めら

IVは以前水際lζ天然湧出していた

111は湧出量，

れなかった。

-2 のを手掘りで大きく掘り，温泉を確保しようとし

たが，河水増水のため現在ほとんど埋没してい

る。工事にあたった人の話では，湧出量も大であ
-3 

温泉は地下真下から湧り泉温も 720Cあったが，

第2図水位と湧出量の関係

Fig. 2. Relation between water level 

and volurne out-put in orifice 1. 

出するのではなく地表下2-3mの砂磯層中を水

平方向l乙流れていたという事である。乙れらの他，

高地温帯lと含まれる石狩川左岸水際には数箇所の

これら天然湧出の温泉が見られる由であるが，調査当日は増水期のため，確認出来なかった。

銀の湯下流の湧出口に相当するもの湧出口は 1958年調査の地質斑報告')!乙述べられている。

のである。調査の結果は第1表に示した。

地温，泉源調査の結果に対する考察IV. 

先の調査の結果を一緒にして第3図を得た。

層雲峡温泉神仙橋地域の泉源調賓の結果

May 8~12， 1960 

Table 1. Result of Investigation of the Shinsen bridge region 

Hot Springs in Saunkyo Hot Spring_ 

各湧出口について Cl 含有量と泉温をとり，

第 1表

No_ in 
温(Ternp)度

湧出量 CiC含1-有量 S04O含J有量 備 考(~山me)
(contents) (ムー)Fig_ 1 out-put (Note) 。C l/rnin rng/I rng/I 

Ia 58.0 17.2 38 
300 

Ib 71.5 29.8 42 

II 30.5 (200) 16.5 35 湧出量は目測

III 20.8 微

IV (72) 地表下7805C.3mで青色粘土
地湿

Wr 5.6 7.5 28 石狩川水

WR 8.5 9.0 18 沢 水

福富・須川・藤木J!¥湯温泉の地球物理学的研究.北大地球物理学研究報告， 4(限和 31年 3月)， 39-64.

鈴木・石川・鈴木(淑)・勝井: 層雲峡温泉地質班調査報告.環境衛生に関する報告第 16号，北海道温泉調

査報告 VII，昭和35年3月.

3) 

4) 



14 大谷清陵

筒 Cl
% 

100t i- -_. .-"，.，，"A 
S 

50 

• • ー.:?/有色‘-p./・.
、/〆

/、/畠，~' B 
ノイ;.，JS完乃内 H 

'"ム 21 ーでー--IT--t，; 
wrWs 晶 ::::.~ご。ーーーーー 1.s:::::--..- la 
-0-0-三ヲ'.:: rr ー」温度

o 20 何ら0 80 100 oc 

第 3図 C卜と温度の関係

Fig. 3. Relation between Cl-contents and water temperatures of Saunkyo 

hot springs， Numerals attached to circles indicate the number in 

Table 1. 

黒丸は 1958年調査のものであり，白丸は今回調査のものである。

白丸l乙注目すると， Cl 含有量と温度との聞には WrとCを結ぶ略々直線関係が見られ

る。乙のような関係は従来屡々見られるようにへ 1源泉，1地下水混入の層状泉の型に多く見

られるものである。この場合， hrζ近い Cという源泉と石狩}II(Wr)の伏流水と考えられる地

下水とが地下浅所で混合した結果， Ia， 11等のCl-含有量少なし温度の低い温泉が生じたと

考えられる。

先の調査の結果， 層雲映温泉の湧出機構として，“白赤分院附近の温泉を源泉とし，旧石

狩川河谷;l:l積層中の滞水層l乙沿って流下する帯状被圧層状泉"と推定された。 1源泉を持つ帯

状被庄層状泉と考えるなら，下流になるに従って地下水混入量が大となるであろうから，泉温

並びに含有成分量は低下すべきである。従って第3図では，この地域の地理的位置から W-A

の直線近傍lと湧出温度， Cl-含有量の点があるべきである。 しかし， Ibの泉温は 71SCであ

り，湧出口 18，19， 20， 21より下流に存在するにもかかわらずいずれの湧出温度より高く，且つ

Cl-含有量が少ない。この ζとは先の結論に矛盾するものである。故に Ibという温泉並びに乙

の地域に存在する温泉は，日赤分院附近の温泉を源泉とする系統ではなく， Ib又は Ib附近の温

泉を源泉とし，石狩川の河床浅所を比較的短い距離を層状泉として流動し，その聞に石狩川の

伏流水と混合して生じていると芳へられる。

第1図において， 石狩川左岸の 14SCの等温線が波状を呈している事は山側への突起部

5) 例えば，福宮孝治: 地域的な温泉系統とそれにより推定した地下構造.地震， 14 (昭和17年).
3)に同じ.
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第 4図 SO，と温度の関係

Fig.4. Relation between SO，-contents and water temperatures of 

Saunkyo hot springs. Numerals attached to circles indicate 

the number in Table 1. 

近傍lと， この源泉と考えられる温泉を湧出させている粘板岩の割れ目が比較的浅く(比抵抗法

による実測では地表下4-7m)にある事，そして伏流水と混合しながら河に向って流動し，水

際近くになるに従って浅くなるため，地温の高温部が河の近くに存在し，且つ河に向って等温

線が閉口していると考えれば説明される。

第4図は各湧出口についての温度と SO.含有量との関係を示すものである。この図にお

いても温度と SO.-含有量との聞には Jb とWrとを結ぶ直線関係が見られ，且つ他の点とは

明らかな相違が見られ，上の推論を支持している。

同様な考えをもって第3図を見るなら，18-21の各点も又他の点とかけはなれており， W

とBを結ぶ一直線上lと並ぶ関係を示している。とれらの点は地理的にも他の湧出口から約500

-1000m離れており，先の調査の地温分布図6)Iと於ても降道東口附近lζ於て，日赤一層雲橋地

域の高地温帯と必ずしも連続とは言い難い。第4図において SO;-と温度との聞には明瞭な関

係が見られず， 18-21の各温泉と他の温泉との聞にも明らかな相違は見出されない。しかし先

の調査の SO.-含有量と Cl一合有量との関係を示す図ηを見ると，明らかに相違が見られ，日

6) 1) I乙同じ， p. 14. 

7) 1)に同じ， p. 20，第4図.
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赤一層雲橋地域lとある湧出口のCl-含有量の同程度のものについて大きな so;-合有量の差が

あり，むしろ横軸に対し縦軸への変化が大である。

ここで大胆なる推論が許されるなら，次の事が考えられる。先lζ述べた Cなる源泉と同様

lζ，湧出口 18-21の地域lζBなる源泉が存在し，比較的狭い範囲を層状泉として流動してい

る。結局層雲峡温泉の湧出機構は，日赤分院附近を源泉(A)とし，層雲橋附近l乙至る帯状被圧

層状泉の一系統と，神仙橋附近l乙B，その下流約300-600mの地域に Cなる Aより比較的に

規模の小さい源泉が各々存在し，狭い範囲を被庄層状泉として流動している二系統，合計三系

統の温泉群が存在する。以上のように推論した方がより合理的ではないだろうか?。

但し，泉温，湧出量共に日赤分院が大であり，下流においてそれが減少していること並び

に含有成分が比較的近似している事は， A， B， C，各源泉が地下より深い所(粘板岩内の割れ

目又はそれ以深)では同ーのものであるのかも知れない。

V. 神仙橋北側 300-600mの地域より出る熱エネルギー

先の調査で， 温泉として湧出する熱量 Q，;8.6 X 10' caljmin， 熱伝導により地表から放出

されている熱量仏;2.8 X 10' caljminと計算されている。 今回調査の地域についても同様な計

算を行なった。 Q;については全湧出口についての湧出量測定をしていないので， 測定したも

ののみの値である。仇，れを夫々各温泉の温度，湧出量，nは温泉数， θ。は石狩川の水温 5.6

。Cをとり， ρc=lとすると

Q; = I; (tlt-f}o) Vt 

で求められる。

仇，Vtは求められているので

Q; = 2.04 x 10' caljmin 

が得られた。

算spa-
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表qa 
第

(等v地温g線九。のC両日部F副EE) 平均温度 等地温線be閥twのee面n積 St(Am t寸 (gt-go) Si 
(Mean temp.) succeslve equl-

gi-go 

ground temp. line 
。C

C口12
。
C/cm 。C/cm

4.5~ 9.5 7.0 99.6x 10' 1.7xlO-2 1.69x 10' 

9.5~14.5 12.0 14.7x10' 5.1 X 10-2 0.75x 10' 

14.5~19.5 17.0 4.7x107 8.5x10-2 0.40x 10' 

19.5~24.5 22.0 1.3x 107 11.9x 10-2 0.16 x 10' 

24.5~ 26.1 1.3x 10' 14.8xlO-2 0.20xlO' 

1:: (gt-go) Si=3.20X10' 
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乙の値は 1，IIの2湧出口のみの値であるから， 乙の地域全体としては約2倍以上になると

息われる。

Q~ の値の求め方は従来の方法と同様である o 地表下 0.75m における地温勾配qi，同緯度同

高度における普通の場所の同深度における地温勾配をσ。，土壌の熱伝導度をK， 同じ豹を示

す面積を Siとすれば

Q~ = K I; (qi-qo) Si ~~器

で与えられる。

第2表にI;(qi -qo) Siの計算を示した。 Kの値

は先の調査で求められた町

. /<・

• 
K = 0.83 X 10-3 C.g.S. 

を採用した。 qi，q。は第5図によって求められる o

qo は地温 4.50C の地点での地温勾配(:~ ) 
qo= -3.0 X 10-2 OC/m 

。 H

年
占

二=二よ旦主主温
10 15 日 25 ・E

g，r-← 

を採用した。

即ち

-5 

Q; = 0.16 X 10' cal/min 

第5図深き 0.75mにおける地温勾
配と 1m深地温との関係

Fig. 5. Relation between under-

ground temperature gradient at 

a depth of 0.75 m and under-

ground temperature at a depth 

of 1 m in Saunkyo hot spring 

locality. 

が得られた。従ってこの地域全体として

Q' = Q; + Q~ = 2.2 X 10' cal/min 

を得た。 ζれは従来層雲峡温泉として求められていた

値Qの約20%にあたるものであり，層雲峡温泉全域として新に

Q = 13.6 X 10' cal/min 

が求められた。

VI. 総括及び結語

昭和35年5月8-12日に層雲峡温泉， 神仙橋地域の調査を行なった。 その主な結果は次

のようである。

1) 1 m深地温分布から見ると，高温部は観光ホテノレ附近と神仙橋北側約400m附近にあ

り，両者は二つの地域に分けられる。 最高地温部は石狩川左岸，神仙橋北約400mK.見られ

る。

2) 神仙橋北約400mの石狩川左岸河原上には多くの天然湧出の温泉が見られ，泉温は

720.-200C， Clーは 16-30mgJl， SO.は35-42mg/lの間で変化しているが，塩素量と泉温と

8) 1)同じ， p.22. 
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の聞にはほぼ直線関係が見られる。しかし化学成分の含有量はそれと同温度をもっ神仙橋南側

地域の温泉より少である。従って，日赤分院附近の温泉を源泉とした 1源泉 1地下水の混

合の結果生じたものではなく， この地域lとIb，乙近い源泉が存在し， それと石狩川の伏流水又

は地下水との混合によって，比較的小範囲を層状泉として流動していると忠われる。

3) 同様に第3図を見ると， 18-21の湧出口についても神仙橋南側地域の温泉とは違った

傾向が見られ， ζの地域l乙同様な源泉が存在するもののようである。

従って，層雲峡温泉の湧出機構としては，先の調査報告に述べられている如く，“日赤分院

附近地下より源泉が湧出し，地下浅くに存在する滞水層中を帯状層状泉して"層雲橋附近lζ流

動して来る系統と，他lと神仙橋附近とそれより約400m下流の地域lと比較的規模の小さいそし

て含有成分の少ない源泉が各々 1つづつあって，小範聞を層状泉として流動している 2系統，

合計三系統の温泉群が存在すると推定される。

4) との地域から出る熱量は， 温泉として湧出する熱量 2.04x 10' cal/min， 熱伝導によ

り地表から放出されている熱量 0.16x 10' cal/min，であった。 層雲峡全体としては先に求め

られた値 11.4x 10' caljmin に加わり， 13.6 x 10' cal/minである

終りに臨み，本調査を行なうにあたり御援助頂いた大雪山調査会理事長天野市太郎氏，並

びに現地調査に同行され測定lと協力された北大地球物理学教室堀田宏氏，旭川市小笠原八郎氏

その他の方々に厚く感謝の意を表します。

2. On  the Hot Springs of the Shinsen Bridge Region 

in Sounkyo Hot Spring， Central Hokkaido. 

By Kiyotaka OHTANI 

(Deprartment of Geophysics Faculty of Science Hokkaido University) 

An investigation of the hot springs of the Shinsen Bridge region was carried out on 

May 8-12， 1960. The results are summarized as follows: 

1) The geographical distribution of underground temperature at the depth of 1 m in 

this region (Fig. 1) indicates that two high underground temperature zone exist. The 

highest underground temperature is observed in the left side drainage basin of 1shikari 

River. 

2) 4 hot spring orifIces exist in the right and "1巴ftsides drainage basin of 1shikari 

River respectively. Positive linear relations were ascertained between ori五cetemperature 

and Cl-contents in each sides of the river respectively as shown Fig. 3 and they indicated 

the mixing of cold underground water (may be water of Ishikari River) to two original 

hot springs. 

3) 1t is estimated that a large original spring and two small original springs exist in 

Saunkyo Hot Spting "locality and the large original spring is in the neiborhood of the Red 

Cross Hospital. 



層雲峡神f山橋地域の混泉について 19 

4) Sum of the heat quantity Q;， discharged as hot water from hot spring orin.ces 
(based on the normal temperature of ground water 5.60C in this region) is calculated from 

the volume out-puts and temperatur巴sshown in Table 1 as 2.02 x 10' cal/min. And the 

total heat flow Q; emitted from the ground surface to air through soil by heat conduction 

in this region is calculated as 0.18xlO'calJmin. Accordingly， total heat Q'=Q;+Q; is 

est，imated as 2.2 x 10' cal/min. 


